
   

長浜市森林ディレクション審議会 (令和元年度第2回)議事録 

 

●日 時：令和元年7月30日（火）10：00～11：55 

●場 所：長浜市役所1階 多目的ルーム1 

●出席者：委員：７名（敬称略） 

     会長：滋賀県立大学環境科学部環境建築デザイン学科教授：高田 豊文 

委員：滋賀北部森林組合：膽吹 憲男 

委員：湖北森林整備事務所：福田 公二 

委員：山門水源の森を次の世代に引き継ぐ会：橋本 勘 

委員：林友会、自然再生士：吉井 悟 

委員：滋賀県生物環境アドバイザー：村上 宣雄 

     委員：滋賀県猟友会長浜支部支部長：内海 來  

     委員：公募市民：東 逸平 

欠席：鳥居木材株式会社：鳥居 憲治 

欠席：公募市民：吉川 誠 

     市（事務局）：６名 

     産業観光部：大澤誠農林管理監 

農林政策課：伊藤治仁課長、土田孝洋副参事、山田智洋主査 

森林田園整備課：今荘和則課長、辻智士副参事 

●内 容： 

１． 開会：大澤管理監/挨拶 

２． 議事 

（１）主旨説明 

 （事務局） 

  ・『長浜市森づくり計画の素案』は改訂作業中で、本日のご意見等を踏まえて修正をするものである。 

  ・次回の審議会で本日の素案の修正版を改めてご審議頂く事になる。 

・長浜市森づくり計画の計画期間の訂正と考え方について説明。 

（２）長浜市の森林・林業の現状について 

   （事務局） 

    ・計画の変更点等、資料説明。 

   （委員） 

    ・各章における『主体』を国なのか、市なのか等、明確にすべきではないか。 

   （事務局） 

    ・主体を加筆する。 

   （委員） 

    ・トピックス『新たな森林管理制度』について、森林経営管理法で定める主な内容について、理解で 

きるが実現性に疑問がある。市として具体的にやることを決めておく必要があるのではないか。 

   （事務局） 

    ・この記載は、あくまで『制度の紹介』を目的としたもので、個別具体的な事項は、各事情にあわせ 

てこれから検討を進めていくものとしてご理解をいただきたい。 



   

    ・実施体制の明確化が必要であると考えているが、市町に任せる形になっているので、十分に議論を 

重ねる必要がある。 

    （委員） 

    ・市の現状については、現状把握をした結果、今後どうすべきなのか等、方向性まで示すべきである。 

   （３）森林づくりの方向性と基本施策について 

    （事務局） 

    ・地域商社機能については、地域資源を経済利用していく為の仕組みづくりのことであり、民間の力 

を借り、『発信する』『まとめる』など、有効手段を検討しているところである。 

・多面的機能、市民協働と山村活性化、生物の多様性と森林管理制度について追記をした。 

    （委員） 

    ・森林の大切さ=『木を切らない』と短絡的な表現にならないようにして欲しい。適切な森林管理の為、 

『木を切っていくこと』も重要であるという視点を記載することも必要である。 

    （委員） 

    ・『やまのこ』事業についてだが、すべての学校が山と関わるようなプログラムが必要であると考える。 

    ・県の事業であるが、市の特徴を出すことも含めて検討が必要である。 

    （委員） 

    ・やまのこプロジェクトは、現状をふまえて『拡充する』や『改善する』等としたほうが良いのでは 

ないか。 

    （委員） 

    ・トピックスにある『移住してきた若者たちの挑戦』については、地域が期待している若者達の取組 

みをできる限り詳しく取材し、成功例をしっかりとご報告いただきたい。 

    （委員）  

    ・加えて、『文化の継承にも貢献している』という書き方もすべきである。 

    （委員） 

    ・木材流通システムにある『長浜市産木材生産流通体制構想図』については、『地産地消』の構想図が 

いるのではないか。現在記載のものは、あくまで『現状』であり、『構想』とはいえない。 

    （事務局） 

    ・地産地消の実現は非常に困難を要するため、現実的なものを記載した。指摘については要検討とす 

る。 

    （委員） 

    ・木質バイオマスに関する記載については、最新情報を集めて、今後の見通しについても紹介して欲 

しい。 

     ・その他、森林に散策道を作る等、地域振興のために『観光』の視点を持つことも重要である。 

   （４）森林整備に関する事項について 

    （事務局） 

    ・記載事項について、上位計画である滋賀県湖北地域森林計画との整合性をとる必要があり、現在、 

調整中である。現行の計画は、国が示している計画と雛形が異なる部分もあるため、今回の見直し 

では国の雛形や県計画の記載内容との整合を図ることを主眼にしている。技術的な指針も多くある 

ため、県の林業技師の助言を頂きながら、現場に即した内容にしていけるよう、改訂作業を進めて 



   

いる。 

   （５）計画の実現にむけて 

    （事務局） 

    ・現時点で見直し箇所は特になし。 

 

   ３．その他 

    （事務局） 

    ・審議会開催日について等の事務連絡。 

 

   ４．閉会 

     伊藤農林政策課長/挨拶 

     

                                              以上 

                                                                                           


